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研究主 題 「楽 しく意欲 を も って書 く指導 法」

一人一人の主体性を育てる書写指導

1研 究 主 題 設 定 の 理 由

児童 ・生徒が将来社会で活躍 してい くためには,自 らの力で考 え,判 断 し,自 己表現でき

る力の育成が必要 とされている。その中で も,理 解九 思考力,判 断力,表 現力など,こ れ

らの基礎 となる国語の力を確実に身につけさせ ることが大切である。新学習指導要領の総則

で も,「 自ら学ぶ意欲 と社会の変化に対応で きる能力の育成を図るとともに,基 礎的 ・基本

的な内容の指導を徹底 し,個 性を生かす教育の充実 に努める」ことが示され,指 導の改善が

求め られている。

表現手段の一つである文字について考えてみ ると,学 年が進行す るに したが って書 く量が

増え,速 さも要求 され ることか ら,児 童 ・生徒の文字の乱れが生ず る。また,社 会的環境に

おいて も,映 像やマ ンガ本などに多様な形の文字が見 られることも,文 字の乱れに影響を与

えていると思われる。 しか し,上 手に書 きたい とい う欲求を もって いる児童 ・生徒 は多い

(平成3年 度意識調査 による)。 そこで,言 語環境を整え,一 人一人が自分の書写力を見つ

める時間を作 り,「 より正 しく」 「より整 った」文字を書 く意欲と,文 字への興味 ・関心を

高めることが大切である。 自分の文字のどこを直せばより整 った文字 になるかが分か り,自

らの課題をもって学習す ることによって文字感覚が磨かれt正 しく書 こうとするようになり,

日常の書写力へ生か され ると考える。また,単 に技術のみを学ばせ るという指導ではな く,

児童 ・生徒が主体的に学ぼ うとする意欲や学 び方を自分な りに深めてい く学習態度 を育てて

いく指導 も大切である。そこで,本 年度は,平 成2年 度以来続 けて きた 「楽 しく意欲を もっ

て書 く指導法」の研究を継続 し,3年 次のまとあにすることに した。

楽 しく意欲をもって学習す るためには,教 師が一方的に課題を与えるのではな く,児 童 ・

生徒が課題を 自らみっけ,そ れを解決 してい く学習の進め方の工夫が必要となる。 また,書

くことが楽 しい,正 しく整った文字を書 きたいと思えるよ うな教材の開発 も必要である。小

学校低学年は硬筆指導,中 学年か らは毛筆指導 も入 るので,そ れぞれの学年の学習内容に合

わせて指導の方法を工夫 し,書 写力を伸ば して いきたいと考えた。 こうした点を踏 まえて,

「一人一人の主体性を育てる書写指導」の工夫が大切であると考えr副 主題を設定 した。
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皿 研 究 の 構 想

1.研 究の基本的な考え方

書写指導では,言 語 としての文字 の機能性を重視 し文字指導の基礎 ・基本を明確 にして,

学習指導要領 に基づいて 「文字を正 しく整えて書 く」(小 学校)・ 「文字を正 しく整えて速

く書 く」(中 学校)こ とがで きるようにす るとともに,文 字感覚を養 うことに主眼を置いて

指導する必要がある。本研究では,「 楽 しく意欲をもって」 「正 しく整 った文字 」を書 くた

めに,次 の3つ の視点で研究を進めることに した。

(1}学 習のめあてを知 り,自 らの課題を もつ

学習文字に関心を もち,自 らの課題を もって学習に取 り組ませるためには,教 材の提示の

仕方や規準の知 らせ方の工夫が大切である。 ここで言 う 「自らの課題」 とは,本 時のめあて

を知 った上で一人一人が達成 しよ うとす る個々の課題のことである。

(2}課 題解決に向けて主体的に学習す る

書写力を向上 させるたあに,文 字の基準や字形 ・運筆 などを視覚的にとらえることがで き

るよう機器の活用を考えた。 また,教 具を操作す る学習や練習用紙の工夫 も考えた。

(3)学 習課題が解決できたか確かめる

課題を解決 した成就感を味わわせるために,評 価の場面の工夫や評価の方法の工夫を大切

に した。 自己評価や相互評価を しs学 習 した文字を確かめ合 うことにより,評 価を書 く意欲

にっなげることが大事であると考えた。

2.研 究の方法 と手順

(D研 究の組織 と方法

本年度の研究員は,小 学校低学年4名,中 学年3名,高 学年1名,中 学校2名,計10名

の構成である。小学校低学年,中 ・高学年,中 学校の3分 科会 と し,小 ・中学校の関連を踏

まえ,相 互に連携を図 りなが ら研究を進めた。

(2)研 究の経過

1学 期 はr各 区市 にお ける児童 ・生徒の書写力の実態や書写指導の様子を報告 し合い,研

究を進めるにあた っての検証の授業を3分 科会で行 った。御岳の研究集会では,研 究主題 に

迫 るための副主題 として 「一人一人の主体性を育てる書写指導」を決めるとともに,研 究の

基本的な考え方の話 し合いを深め,上 記1の{1)～(31の3つ の柱を立て,研 究を進あ ることに

した。2学 期 になって,分 科会 ごとにそれぞれ仮説を立て,指 導法の工夫を考えなが ら,実

証のための授業を した。
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3.研 究の全体構想

'国 語 を正確に理解 し,目 的や意図に応 ・
'心 の教育の充実 ・

基礎 ・基本の重視
国 語教育のねらい1 じて適切に表現する能力を育て,言 語

'

一
教育課題

社会の要請
一
個性教育の推進

自己教育力の青成
、～

'感 覚 を養う
。

・生涯にわたって使用する文字の基礎 ・・

文化と伝統の重視 陪 写教育のねらい 」 基本を理解 ・習得させ,文 字を正 しく

'国 際理解の推進 ・
㌧使えて書く能力 ・態度を養 う

。'

、～一一 児童 ・生徒の実態 一

小 低 かな ・カタカナ ・漢字と,新 しい文字を習得できる喜びがあり,文 字を書 くことが好

き ・楽しいと思 う児童が多く,正 しく丁寧に書こうと意欲的に取 り組む児童が多い。

小 高 長い文章を読んだり書いたりする活動が多くなり,文 字の形が乱れ始める。それに伴

って興味関心 もうすれ,文 字を書くことが好き ・楽 しいと思う児童が少な くなる。学習

形態や指導方法の工夫や的確な助言などにより,主 体的に学習するようになる。

中 学 書かれた文章の内容を時間内に読んだり書いたりしなくてはならないため,内 容に意

識が向き,文 字に対する意識が うす くなる。しか し,自 分の文字が上達 していることが

わかれば,ま た,ど のように書けばよいかがわかれば意欲は高まる。

.,成3年 度 文字を書 く

〔ことに対しての児童 ・生]めざす児童 ・生徒像 徒の意識調査による
O書 写に対する興味 ・関心の高い児童 ・生徒

O自 分の課題を もち,解 決で きる児童 ・生徒 .,成2年 度 ・3年 度の研究
O書 写の時間に得たことを 日常に生かす ことので きる児童 ・生徒

1
壇 究主題1 1楽 し く 意 欲 を も っ て 書 く 指 導 法 の 研 究 卜

鳳 主馴1
i

一 人 一 人 の 主 体 性 を 育 て る 書 写 指 導1

¢仮 説
O課 題 をはうきりつかませれば ,意 欲が高まるであろう。

O児 童 ・生徒にとってわかりやすい自己評価(相 互評価)が できる指導の工夫をすれば書写力は伸び,主 体的に学ぶ

児童 ・生徒が育つであろう。

o機 器の活用や教具の工夫をすれば,書 写力は伸び,自 ら課題解決で きる児童 ・生徒が育つであろ う。

〆1オ ㌧ ノ、
}

研

究 学習のめあてを知り, 課題解決に向けて 学習課題が解決できた
の

柱

自らの課題をもつ 主体的に学習する か確かめる

}

、ノ 、' 、'

(小低)基 準スケールの活用,毛 筆 (小低)活 動内容の工夫,友 達との (小低)具 体物を使っての評価活動

文字や分解文字の提示などに かかわ りの工夫などによ り, によ り,楽 しく確かめること

より,文 字の基準を視覚的に 児童の主体性を生かす指導 ができる指導

とらえさせる指導
翫

指 (小中 高)文 字の形,大 きさ,配 列 (小中高)教 材文字の大きさや形に (小中高)自 己評価(朱 筆を入れる

導 など正しく整った字を見分け によって練習用紙の工夫や機 。まるをつける)や 相互評価

の 手本の文字や,優 れた作品と 器の活用などにより,手 本の の工夫,評 衝カー ドを活用 し

工 自分の作品を比べさせ課題を 字に近づくよう練習すること た指導

夫 持たせる指導 のできる指導
(中学)自 己評価できる評価基準の『

(中学)文 字感覚(正 誤 ・適否 ・美 (中学ゲ基礎的な筆使いと運筆法を 明確化

醜)の 要素を重視した指導 中心とした指導 ・自己評価や相互評価の効

・基準の明確化 ・視聴覚機器の活用 果的な方法
・個の課題に気づかせる ・練習用紙の工夫 ・硬筆文字への転移

3



皿 研 究 内 容

1.学 習のめあてを知 り,自 らの課題をもつ

ql小 学校低学年

低学年の児童が,正 しく整 った文字の基準を理解 し,学 習のめあてをっかみ,意 欲を もっ

て学習に取 り組むためにr次 の三点に留意 した。①具体的に操作す る活動を入れ る。②視覚

的に理解で きる活動を入れる。③学習文字の基準を知 る項 目を最小限にする。 これ らの こと

を考慮 して,以 下の三っの工夫を考えた。

(ア)基 準 スケールの活用

低学年の児童が,ひ らがな,カ タカナ,漢 字を学習する際r文 字の形を理解 して正 しく

書 くことはむずか しい。 そこで児童が視覚的に理解 し,実 際に操作 して,正 しく書 くこと

ができるようにな る教具 と して,「 基準スケール」の作成 と活用を考えた。TPシ ー トを

使 って,図1の ような補助線や外形を書いた ものを作成 し,児 童一人一人に持たせた。 こ

れによって,授 業の導入で,本 時の学習文字の基準 を見っけることがで きる。また,練 習

時に,自 分の書 いた文字に重ねることで,自 らの課題を見っけるとともに,自 己評価 に役

立てることができる。

文字枠の大 きさにっいては,低 学年の児童が書 きやすい大 きさ,基 準 スケールを操作 し

やすい大 きさとい うことを考慮 して,本 時では2.5cmを 適当と考えて作成 した。補助線は

他 にも考え られ るが,あ ま り複雑にな らないよ うに した。また,外 形について もいろいろ

あるが,低 学年には,正 方形,長 方形,三 角形のような比較的わかりやすい形を理解 させ

ることを大切に した。

図1

[
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①

⑦
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咽
図

[
]

③

⑦

回
団

④

⑩

欄
咽
回
固

⑥

(⑫

なお,教 師 も同様のもので拡大したものを示範用として使うと効果的である。数枚の基

1議三ll艦圏 咽r]コ
学習のめあてをっかむ ことがで きると考えた。
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(イ)毛 筆文字による示範の活用

低学年の書写指導で も,学 習文字を毛筆で示す ことにより,効 果的に指導できると考えた。

その内容と して,⑦ とあ,は らい,お れ,ま が り,そ りなどの点画 ⑦画のっけ方,が ある。

⑦ とめ,は らい,は ね,お れ,ま が り,そ りな どの点画

右は らいは,送 筆か ら終筆へ いったん止めてか ら右へほとん ど水平 には らうという運筆

で,毛 筆で示す とわか りやすい。また,は ね,お れ,ま がり,そ りの方向の指導 は,終 筆

にむか う送筆の向 きを考えさせ,正 しい方向を理解 させるこ

ノ』 ノrノ 』・

灘 議 灘 量騰 叢!麗11気 丸 苅
⑦ 画のつけ方

横画 に縦画がつ く場合 と,縦 画に横画がつ く場合には,前 者は少 しっける,後 者は しっ

lll織三録1灘1雨 山 ロ日
毛筆で示すとわかりや凱 下 玉 上 高 右 田

(ウ)分 解文字の活用

学習のめあてに合わせて,そ の部分の分解文字を操作 しなが ら,正 しく整 った文字の基準

に気づかせることがで きる。点画の方向,交 わ り方,画 と画の間,画 の長短などの違いは,

視覚的にとらえることがで き,理 解 されやすい。

(2}小 学校中 ・高学年

中 ・高学年では,書 く文 「飛」の1画 目と7画 目は
どれが ととのった形になるか。

字の量がふえてきて,て い

ねいに書 こうとする意識が

薄れて くる。3年 生で毛筆

指導が始 まり,児 童 は興味

を もって取 り組む。 この時

期 を生か し,書 写は文字指

導であることを十分おさえ

正 しく整 った文字を書 くこ

とを意識 させたい。

0

0

O

て

る

Z

(
そ

り

)

(
曲

が

り

)

(
お

れ

)

実 態 と して は,ほ とん ど の

児 童 が ② のZ(ゼ ッ ト)型 に 書

いて い る た め,横 に 広 が った

字 に な って い る。

そ こで,整 った 字 を 書 くた

め に,提 示 の 仕 方 を 工 夫 した 。
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(ア)教 材の提示の仕方の工夫

児童が自分で学習のめあてをつかむためには,教 材の提示の

仕方を工夫することが大切 になる。例えば,正 しい文字だけを

提示す るのではな く,正 しい文字 と不十分なところのある文字

を提示 してどれが正 しいかを選 ばせたり,分 解文字を組み合わ

せ ることで整 った字形を考 えさせた りする方法がある。選んだ

り考えたり してい く中で学習のめあてをっかんでい く。自ら学

習のめあてをっかむ ことは意欲的な学習につなが ると考え る。

(イ)課 題のっかませ方の工夫

学習のめあてをっかんだ後に,

「左 右 」 の 字 形 は

ど ち らが よ い か 。

な ぜ こ の よ うな ち が い

が 出 る の だ ろ うか 。

認
右 右 ・

日常書いている自分の字 はどういうものか試書をす る。試

書と手本を比べ正 しく整 った文字を書 くためにはどんな ところに気をつけて学習 してい った

らよいかを考え させて課題をっかませる。例えば 「力」のはねの筆使いを本時のめあてと し

た時,児 童 ははねの書き方をまず課題 とする。示範によりはね方(一 度 とめる,左 上へ方向

を変える,穂 先をまとめなが ら静かにはねる)の 運筆 を確かめる。補助線によりはねの方向

を確かある。 このように して児童の思考を助けるためのてがかりを与 え,は ねができた ら,

2画 目の位置はどのあたりがよいか,1画 目のはねと2画 目のはらいの高 さの違いはどうな

っているかを次の課題 としてい くなどがある。

(3)中 学校

生徒を取 り巻 く文字環境の影響 もあ って,生 徒の日常書 く文字の乱れが甚だ しい。それを正

すため,中 学校 において も文字の機能性を重視 しなが ら,基 礎 ・基本の指導 という観点 か らの

書写指導が一層重視 されなければな らない。

(ア)正 しく整えて書 くための書写 力の育成

確かな書写力をつけるには,生 徒が文字に対 して関心を抱 き,書 くことに興味を もち,自 分

の書 いている文字を評価基準に基づいて自己評価できる力を育て ることを重視 しなければな ら

ない。文字を一 目見て,正 しく整 った文字であるか否かを明確に判断する力を養 うことが文字

感覚につなが る。文字感覚は,そ の適切な基準に照 らして書写できる能力と,よ り正 しく整 っ

た文字を書 こうとす る態度や,知 識 として得た書写力を他の文字 にも転移 させてい く力などと

関わ り合 って高め られてい くものと考え る。

文字感覚を身 につける指導法を工夫す ることが,よ り正 しく整 った文字を書 こうとす る態度

を養い,文 字言語に興味 ・関心を もたせ,書 写活動を楽 しくす るものであ る。
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⑦ 文字感覚の要素について

①文字の正誤 … 正 しい文字かどうか ということは,文 字に対す る正誤にっいての判断

である。正 しいか否かを判断す るには基準が必要 となる。

②文字の適否 … 書 く目的や意図による構成 に関わるところが大 きい。書写 された文字

の形,大 きさ,配 列,配 置の調和の観点か ら適否を判断することになる。

③文字の美醜(整 ・不整)… 手書きの文字には表現性があ り,そ こには個性 視覚性

などがあ り,個 人差 に幅が生 じて くるので,個 々の判断基準によるところが大 きくなる。

以上の要素を指導事項に取 り入れ,そ の基準を明確に位置づけ,生 徒が 自己評価で きる

力に結びつけて いくことが大切である。

(イ)文 字感覚の三っの要素を重視 した指導過程の工夫

⑦ 基準を知る

字体に対す る認識を正 しくもたせ,文 字の構成 文字の概形,筆 順な どの正 しい書 き表

し方を指導す る。 これ らの基礎 ・基本的事項を統合 しなが ら重点的に指導することによ り,

文字 に対する正誤,美 醜についての判断力が養われ るものと考える。

また,字 形を整え,文 字の大 きさ,配 列,配 置にっいての理解を深め させる指導にっい

ては,文 字 と文字との聞隔や行の中心の取 り方などに注意 させた り,文 字の大ノ」、 細太を

含め,紙 面 に対 しての調和や余白などにっいて取 り上 げる指導が大切である。

こうした事項の指導 において は,常 に指導事項を明確化 し,そ の基準を視覚的にとらえ

させ ることの工夫を考え る必要があ る。そこで,指 導過程 に視聴覚機器の活用を取 り入れ,

用筆法,運 筆法を中心 とした指導内容の重点化を考えた。

⑦ 個の課題 に気づ く

学習のね らいを明確 にし,そ の課題 に到達す るたあの方法と して,ど のよ うに学習す る

かを考え るとともに個 々の課題に気づかせ る学習過程を組み立てなければな らない。その

ための方法 として観点別項 目を設 け,学 習過程に位置づけることが必要である。

理解 して基準を確かなものと して練習と批正を繰 り返す。その過程で新たな個々の学習

課題が見っかる。その課題に向けて取 り組む段階で,工 夫 された練習用紙の他に視聴覚機

器を用いることによって,個 々の課題解決に迫 らせ ることがで きる。

一人一人が自分の課題 に気づ くことが,文 字に対す る関心につなが り,自 己評価で きる

力を高めてい くものと考え る。また,こ れが文字感覚を高めることにっなが り,確 かな書

写力が身についていくもの と考え る。
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2.課 題解決に向けて主体的に学習する

(1)小 学校低学年

主体的に学習を進めるために,次 のことに重点を置いた。

(ア)児 童相互がかかわり合え る学習形態

学習活動 における児童相互の励ま しは,児 童の学習意欲の向上にっなが ることが期待され

る。そこで,児 童相互がかかわ りを多 くもち,励 ま し合える学習形態を考えた。学習文字を

練習す る友達の態度やその文字を評価する活動を取 り入れ る授業を工夫 した。書いた文字を

友達に評価 されることにより,ど こをどのよ うに直せぱよいかとい う課題をはっきりもっ こ

とがで きる。 また,友 達の文字を評価す ることによ り,自 分の文字のみでな く,友 達の文字

を見 る機会を得 ることがで き,文 字感覚を養 うことができると考えた。 このよ うな相互評価

の活動を取 り入れることにより,児 童は楽 しく練習に向かい,成 就感を味わ う姿が見 られた。

また,主 体的に学習 しようとす る意欲の高まりも見 られた。

(イ)個 に応 じた練習

児童の書写力は,一 人一人違 うため,そ の能力に応 じた練習を工夫する必要がある。練習

過程において,児 童 は一律の練習量をこなすのではな く,練 習す る課題をはっきりもちなが

ら自分のペースで練習を進め られることが望 ま しいと考えた。そこで,本 時で提示された学

習文字のどの文字か ら練習を して もよいように柔軟性を もたせた。また,て いねいに書 くこ

とは書写力の向上に欠かせないので,学 習す る文字一文字 ごとに練習 と評価を繰 り返 させ,

進歩を自覚させるように した。さ らに,「 ゆっくり,て いねいに」書 くという評価項 目を設

けた。 このような指導によ って,児 童はていねいに書 く習慣を少 しずっ身につけて きている。

また,児 童 自ら学習に臨む姿勢が見 られた。

(ウ)具 体物を操作する活動

低学年の学習においては,体 を動か したり,

手で操作 したりす る活動 を取 り入れることが望

ましい。書写の学習において も,字 の形を理解

した り,中 心線を理解す るために,具 体物を操

作することが有効であると考える。 こうするこ

とによ って,児 童一人一人 に基本的な文字意識

が高ま り,楽 しみなが ら学習がで き,主 体的に

学習す る態度が育つ もの と考え る。
基 準ス ケ ール を操 作す る
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② 小学校中 ・高学年 点画のせ っし方
「あさく」 「ふか く」を指示

(ア)練 習用紙の工夫

試書を して自分の課題が

見っか った ら練習用紙で練

習を してい く。練習用紙は

難易度をっ けたもの数種類

を数枚ずつ用意す る。小学

校中学年で は,数 種類の中

か ら自分に合 った ものを選

ぶの は難 しい。たいていの ふか
く

場合,1枚 めか ら順に学習

して いく。同 じものを何枚

か用意 し,あ る児童 は1枚 で終わ って次に進む,

とい うことはできる。中学年で も慣れて くると,

ず しも順番 に学習 しないで,

目

画

平

運

目

心

る

に

つ

。

画

7

を

に

。
画

中

く

う

を

る

ー

と

目

行

ぶ

4

が

に

よ

気

け

O

O

またある児童 は2枚 練習 してか ら次 に進む

あるいは高学年になれば自分で選択 し,必

できるものは省いて先 に進んだり,書 いてみて うまくいかなけ

れば戻 った りすることもできるようになる。練習用紙に用いる字の種類 には,か ご字,線 書

き,筆 の形 をところどころ入れる,ポ イン トだけを打っな どの方法がある。かご字 は適度 な

太 さすなわち適度な筆圧や接 し方がよ くわか る。線書 きには穂先の通 るところを書 く場合,

画の中心を書 く場合があり,そ れに筆を置 く形を加えた りす る。段階がすすんで きた らポイ

ン トだけを示 したものを使わせるとい うよ うに配慮す るとよい。

(イ)機 器の活用

主体的に学習 してい く上で,OHC(オ ーバーヘ ッ ドカメラ),OHPな どの機器を活用

し,視 覚的にとらえさせ ることが効果的であると考えた。OHCは 示範の手元をはっきり見

せた り,児 童の書 いた文字を見せたりす るのに大変便利である。筆や鉛筆の持ち方,穂 先の

動 きもよ くわか る。中学年の児童は,自 分や友達の書 いた文字が投影 されると大変な意欲を

持 ち,そ れが自信 にっなが ることが多い。OHCが ない場合には,ビ デオ機器を利用すると

よい。OHPは 文字の合成 ・分解を行 ったりす る時に便利である。ス クリーンがテ レビ画面

よ り大 きいので書 いた文字が拡大 され,相 互評価 もしやす い。硬筆に発展 させ る際にはサ イ

ンペ ンでTPシ ー トに直接書かせれば,そ のまま写 し出す こともで きる。以上のように視覚

的にとらえさせ ると,児 童 は意欲を もって主体的に学習す る。
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f3)中 学校

中学校では,日 常速 く書 くことが求め られ,し かも読みやすい字体の書写力が要求 され,

速 く書 くために行書の必要性が格段に高いのに,書 き方がわか らず 日常生活に生かせぬ状況

にある。硬筆による行書の基礎を重視 し,そ の段階を理解させ,行 書の基本点画や字形 を習

得 させるために,毛 筆 と硬筆の密接な関連を図 りなが ら,両 方を取 り上げて学習す ることが

望ま しいと考えた。硬筆指導だけでは,運 筆の理解があいまいになることも考え られ るか ら

である。毛筆指導を行 うことにより運筆上の理解が深 まり,そ の理解 と技術を硬筆 による書

写に生かす ことができる。 したが って,行 書の文字を正 しく整えて速 く書 くことがで きるよ

うにす るために,毛 筆による指導で理解 させ ることが重要であると考える。毛筆による基礎

基本を踏まえた指導が不十分であると硬筆での運筆上の要領がっかめず,日 常生活や学習に

役立っ硬筆による書写力につなが らないことにな る。 こうしたことか ら,授 業の展開の部分

で文字の部分練習,行 書の基礎的な筆使いと運筆を取 り上げて視覚的に理解を深めることが

で きるようビデオカメラを活用 しての示範を取 り入れることも効果的である。生徒 はこの方

法に興味を もち,執 筆法 ・用筆法を工夫することの大切 さに気づき,課 題解決 に向けて意欲

が高 まる。練習段階で は,練 習を細分化 しなが ら段階的に学習できる練習用紙の工夫によ り

学習意欲が高まり,主 体的に学習で きるようになるのである。

(ア)視 聴覚機器の活用

授業の展開で 「本時のね らい」を理解 させ,達 成 させ るためには,手 本の文字を見ただ

けでは行書の運筆上の特徴 は理解 しに くい。楷書 と違 い,運 筆に遅速の変化があ り,流 動

的で筆圧の変化 まで も伴 って くる。 こうした特徴や変化を もっ行書の指導 にビデオカメラ

を活用すれば効果が得 られ るのではないか。生徒の実態に応 じて興味や関心をもたせなが

ら,行 書の さまざまな特徴を無理 なく理解できるのではないかと考 え,ビ デオカメラを活

用 しての行書の指導を試みた。

本時 「初秋」の授業展開において 「秋」の偏及 び労の 「火」の部分の書 き方を理解 させ

るために ビデオカメラを用いた。教師の示範を ビデオカメラで撮影 しなが ら,テ レビの画

面 に同時に映 し出 した。 これ は,「 秋」の偏における連続 省略の部分の方向,位 置,筆

脈,筆 圧の変化など運筆上の ことを視覚的にとらえやす くした。また,勇 の 「火」の部分

の書 き方にっいて も,第 一画か ら第二画への筆脈,左 払 いの方向の変化,筆 使 いを学習 さ

せ ることも効果を もた らした。

従来の示範の方法に比べ ると次のよ うなことが言える。①死角となる部分が少な く,全
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員が同時に見ることができる。②拡大することにより字形がわか りやすい。③用筆 ・遅速

の変化,筆 脈,筆 圧の変化などを生 きた姿でとらえ ることがで きる。④録画 した ものは,

広 く活用で きる。⑤生徒の興味や関心を高めることがで きる。 こうした点が,授 業の中で

の生徒の学習意欲の喚起につなが り,主 体性 を高めるものと考える。

(イ)練 習用紙の活用

学習内容の基礎的 ・基本的な事項について,確 実な学習を図るには,着 眼点を明確化 し

なければならない。そこで,着 眼点が明確化 された練習用紙を数種類用意 して練習過程に

取 り入れ る。その際,共 通な課題 と到達度に応 じたものを用意することが望 ま しい。

本時 「初秋」より

⑦ 「共通な課題」(本 時のね らい)
着 眼 点

①点画の連続,省 略,形 の変化 に気 をっけて書 く。

②毛筆で学習 した書写力を硬筆の書写力にも生かす。

⑦ 「到達度に応 じた課題」

① 「秋」の偏の連続の筆使いと方向。

② 「火」の1～2画 目の筆脈。

③ 「火」の3画 目の方向。

④ 「火」の4画 目の形の変化。

0

.'

O

ゐ

0 ④

...

Y ル
切、

一
この ような練習用紙を活用することにより,ね らいがはっきりして いるため,そ のね ら

いにそって集中 して効率よ く学習をすすめることができる。硬筆の書写力への転移におい

て も,こ こで学習 した要素を含む発展文字を学習で きるような練習用紙を活用 した。 この

ことが,日 常生活における硬筆書写力につなが ると考えた。
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3.課 題が解決できたか確かめる

q}小 学校低学年

低学年の児童にとって,自 分や友達の書 いた文字を客観的に正 しく評価す ることは困難で

ある。 しか し,課 題を解決で きたか どうか自分で確かめ ることは,学 習を進 める意欲にもつ

なが る重要な ことである。そ こで,低 学年の児童 に もで きる自己評価の方法 を工夫するとと

もに,基 準 にしたが って文字を評価する目を育ててい こうと考えた。その際 低学年の児童

の特性 を考え,① 具体物 を操作 して 自分の文字を基準と比較で きること,② 評価す る方法が

学習の展開にしたが って身 にっけ られること,③ 一回の評価の対象 となる項目や文字数が最

少であることの三点に留意 して,次 のよ うな工夫を した。

(ア)課 題に結びっいた評価を させる工夫

示範用の基準スケールと同様の もの(P.4.図1)を 各自が用 いて,書 いた文字が基準に合

うかどうか確かめてい く。基準スケールを何種類か使 う場合は,教 師が使 う示範用のスケー

ルと同様に して一枚ずっ順に重ねる。一枚 のスケールを重ね るごとに 「文字の中心 は合って

いるか」 「点の位置は適切か」などと,一 っずっの項 目にっいて確かあをす る。 こうす るこ

とによって,達 成で きた課題 と残 った課題 とを明確 にで きると考えた。

(イ)学 習の途中における評価の工夫

「文字の形に注意 して書けたか」とい った終末の評価 「▽の形 に合 うように書 けたか」

といった学習のまとまりごとの評価だけで はな く,一 文字書 いて は基準 に照 らして確かめ る

という評価 も適宜 させる。書 いたばか りの文字が基準に沿 っているか どうかを確かめること

によって,次 に書 く文字への注意力 も増す。 この場合 も,そ の都度自己評価できるように,

基準スケールを手元 に置いた り,掲 示物や基準スケールを自由に操作で きるコーナーを設け

るなどの配慮を した。

(ウ)成 果を認識させるための工夫

低学年の児童にとっては,「 できた」 という喜 びや学習の成果を目に見える形 に してお く

ことが望ま しい。そ こで,一 文字ずっの評価の場合 も,項 目ごとの評価の場合 も,一 定の学

習時間の中で課題を達成で きた ものの数が一目でわかるように工夫 した。例えば,裏 表の色

の違 うキ ャップを一人一人に持たせてお き,課 題を達成で きたら表を出 して置かせ ることや

練習用紙の評価欄や評価カー ドに特定の色をぬ らせ ることである。 こうした手立ては,児 童

が自己の学習成果を認識す るためばかりで はな く,教 師が個々の児童の学習状況を把握す る

ために も有効であった。
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② 小学校中 ・高学年

(ア)自 己評価 ・相互評価の工夫

課題意識 をもって練習 した文字がどれだけ目標に近づ くことがで きたかを自己評価するこ

とで,さ らに児童 は課題解決への意識を強 くすることができる。練習の過程で 自己評価 ・批

正を繰 り返 し行い,学 習の達成度を確認する。 そのためには練習用紙を工夫 したり,評 価項

目を明確 に示 したりする必要があ る。

たとえば,「 はね」の筆使いを目標 とする学習で は,筆 使いに注意 して書けたかど うか,

「はね」の方向が文字の形に合 っているかどうかを自己評価 させ,次 に全体の字形や他の部

分に着目させて課題を もたせ る。評価の方法は,練 習用紙の余 白に◎ ・○ ・△ といった記号

で簡単に行わせ るとよい。また,評 価カー ドを活用することも効果的である。その際,評 価

項 目や評価基準を明確に提示する必要がある。たとえば,① 書 き順がわか ったか,② 自分の

めあてが もてたか,③ 友達の作品のよいところがわか ったか,な どにつ いて評価 し,そ の授

業を振 り返 り,次 時への意欲 につなげ る。

また,児 童が書 いたものをOHPやOHCな どで紹介 し相互評価 させ ると,児 童の関心 を

ひき学習意欲を高めることがで きる。互 いに文字を見合い,よ い点を見つけたり直 し方を話

し合 ったりして,評 価す る目を養 うこともで きる。

その他,「 姿勢」 「用具の持ち方」 「態度」など基礎的 ・基本的な事項 にっいて は,正 し

く習慣化 させ るために,学 年 に応 じた指導や日々の教師の声かけなどが大切である。

(イ)ま とめ書 きと硬筆文字

自らの課題の焦点化を図 り,練 習 ・評価を繰 り返 し行 った後,本 時のまとめ書 きを させる。

これは,試 書 と比べて どれだけ課題を解決で きたかを自分で確かめるものなので,枚 数 は少

な くてよい。

また,毛 筆指導を通 して習得 した文字の基礎 ・基本が硬筆文字の書写 力にまで生かせ るよ

うに,相 互の関連を図 り,硬 筆文字を書 く時間を一単位時間内,あ るいは単元の指導計画の

中に取 り入れるよう配慮す ることが望 ましい。児童が 日常書 いて いる自分の文字を振 り返 り,

毛筆 と硬筆には関連があることに気づかせ,文 字感覚を養わせることにつながる。

硬筆の練習用紙 はs適 当な大 きさの ます 目を使 ったワークシー トやTPシ ー トを工夫す る

とよい。用具は,鉛 筆 ・フェル トペ ン ・サイ ンペ ンなど,ね らいに合わせて用意 させ る。練

習文字 は,い くつか発展文字を加えて書かせ ると効果的である。 ここで も,児 童の書いた も

のをOHPやOHCな どで紹介 し,相 互評価 させ ると意欲化 にっなげることがで きる。
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⑧ 中学校

授業のは じめに共通な課題が示 され,課 題解決に向け

ての学習に取 り組むが,こ の過程で個々の到達度の差に

応 じた課題が生 じる。それ によって一人一人が 自分の書

写力を高めるためには,課 題解決に向けて主体的に取 り

組み,自 己評価する力が必要になる。 この評価す る力が

身 につ くことにより,文 字を大切に し日常の生活に生か

していこうとする意欲が高められると考える。

(ア)自 己評価の工夫

学習の過程において生徒 に常に評価意識を もたせ,

評価 を学習の一部 として考えさせてい くことが大切で

ある。教師が手本を示すだけの,画 一的 ・形式的な書

書 写学 習 の記録

題赫 オ旛 「初鵜 本時一紋

臨.嬬 噛酌r象方を濯鮒 を

着 眼 寮、 非とめ 基準

篭
肇

1漁餅幣
ハβじ
^物 多

2灘e2翻
Aβc 塘 プ

3撫3鯛
4β じサ妙

伽 纏 日ハ βじ㌻く旗
1紋 季 Pじ 傷秋
自己評 栖

与飾1獅

写指導では,生 徒の主体性は育たない。生徒の主体的 ・積極的な活動を高めるためには自

己評価が貴重な役割を果たす と考える。学習過程において,① 基礎 ・基本 とな る文字が正

しく書けているか,い ないかなど自己の書写能力を確認する。②正 しい文字で書 くための

手順 ・方法を身につけるために自己評価 してs学 習のね らいをつかみ次の過程を考える。

③基準 にどれだけ到達 したかを確認 し,次 の書写活動に生かすよ うにす る。 このような自

己評価が次の段階への意欲づけにっなが り,思 考活動 も高ま り,自 己学習を確立 していく。

本時の授業では,自 己評価表を用 いて基準を参考 にしなが ら一人一人がA・B・Cの 三段

階によって自己評価す る方法を取 り入れ,的 確な評価 に支え られた学習になるようこころ

がけた。この自己評価を取り入れる学習過穏を考えるとs生 徒も自分で学習する方法を身

にっけ文字 に対する意欲や関心を高めてい く。

(イ)相 互評価の工夫

自己評価に比べて,授 業の過程で無理な く取 り入れ られるのが相互評価である。授業の

展開において,本 時のね らいに対 して共通 な理解を もとに しなが ら互いに発表す る活動 は,

生徒の関心ばか りではな く,思 考活動を活発に し学習意欲に もっなが る。 また,個 別に新

たな課題を発見す ることにもっながる。授業の展開の部分で数名の生徒を指名 し,ビ デオ

カメラの前で実際 に書 いてみる活動 を取 り入れることにより文字を書 くことへの意欲が高

め られた。 また,授 業の共通な課題に対 しての共通な理解を もとにしなが ら相互発表する

活動は,生 徒の興味 ・関心を も高め,授 業の活性化に効果を もた らした。
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IV実 践 事 例 く 小 学 校 低 学 年>

1.単 元名 「かたかなのれん しゅう」(第1学 年)

2.教 材 「ソ」 「ク」 「シ」 「コ」 「イ」 「二」 「ツ」 「タ」 「ン」 「ロ」 「ト」 「へ」

3.単 元の目標

oか たかなの筆順に注意 し,点 画(は らい,と め,お れ,ま がり)の 部分の書 き方に気をっ

けて,字 形を考えなが ら書 くことがで きる。

4.児 童の実態

低学年児童は,書 写学習の入門期 として,姿 勢 鉛筆の持ち方,筆 使い等にっいて学習 し

て きており,文 字を書 くことに興味や関心を もって いる。ていねいに書 こうとする意欲 も見

られ る。書 くことに対 しての抵抗 も少ないよ うである。 しか し,実 際に書かれた文字を見 る

と,字 形が整 っていなか った り,小 さ過 ぎた りして,正 しく書けていないもの もある。

O文 字の部分別観点の実態
・大 きさ
・角度

「はらい」

イ ン リ:砦 嵩ている・

「と め 」

「まが り」

團
圖

繍 区]
ス ス

イ1ソ ツ

・ と め て い な い 。

・ 大 き さ

・ 右 上 が り に な っ て し

・ 丸 く な る 。

ヨ ヨ

ヒ ヒ
これ は,書 こうとす る気持 ちはあるものの,自 己流に書 く,気 楽に書 いて細かい部分 まで

注意 しない,基 本点画をまだよく理解 していない,等 の ことが原因であると思われ る。 また

鉛筆の持 ち方や姿勢が正 しくないことがあるの も乱れの一因 となっている。

5.単 元設定の理 由

正 しくおさまりよ く書 こうとす る意欲を大切 に しなが ら,書 写力を身 に付けさせたい。そ

こで,第1学 年2学 期より学習するかたかなにっいて も,基 本点画や字形についての指導 を

漢字学習 に準 じて行い,児 童の文字意識をより高めてい くために本単元を設定 した。

s.単 元の指導計画(2時 間扱い)

第1時 ○かたかなを,点 画に気をっけて書 く。

第2時 ○筆順 に注意 し,字 形を整えて書 く。(本 時)

了.本 時の指導
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(1)目 標o筆 順に注意 し,字 形を整えて書 くことがで きる。

o意 欲や関心を もって,て いねいに書 くことがで きる。

② 展開(表 中の※は,教 具を示す。)

過

程

導

入

展

開

学 習 活 動 指 導上 の 留 意点

1,学 習のめあてをっかむ。

①学習文字を知 る。

Aソ クシコイニ

Bツ タンロ トへ

②筆順を確かめる。

③基準を見つける。

6っ の外形を示す。

・前時の学習(点 画 に気

をつ けて書 く)を 思 い

出 し,字 形を整えて書

くことを分か らせる。

※示範文字

・空書させ る。当てはま

る文字を考え させる。

QQ000
6つ の 外 形

2.相 互評価の方法を知 る。

3.練 習をする。

①6つ の外形に当てはまる

文字を選 び出す。

②選んだ文字をワークシー

トに書 く。

③文字 と外形が合 っている

か確認す る。

④2回 書 く。

⑤相互評価する。

⑥①～⑤ と同様に練習 し,

評価す る。

(書 く児童と評価す る児

主 題 と の 関 連

・1画 目を赤,2画 目を青,

3画 目を緑 と した毛筆の

示範文字を掲示すること

で,教 材を視覚的にとら

えさせ,興 味を もたせ る。

また,と め,お れ,は ら

いなどの点画や画のつけ

方 にも着 目させる。

・自己評価の際も使用 し

て きた文字基準スケー

ルを使 って調べること

を確認する。

・他の児童が書 いた文字

を評価 し合うことを確

認する。

'A ・B両 グル ープ に到

け る。

・自分 のペー スでて いね

いに書 かせ る。

※評価 カ ー ド(3項 目)

「見 つ けた」 「ゆ っ く

・児童の書き文字に合う大

きさの個人用の文字基準

スケールを用 いる。1文

字ずっ具体的に重ねて調

べさせ ることにより,基

準が明確にな る。
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1童 が交代す る・)
りて いね い 」 「形」 4

4.ま とめ をす る。 ・ますの中にていねいに ・示範囲の基準スケールを

ま ①12文 字が どの外形 に当て 書かせる。 教材文字に重ねて基準を

はまるのか全て確認す る。※文字基準スケール 確 か め る。

と ②1回 書 く。 ※評価キ ャップ ・個人用スケールで確かめ

5自 己評価す る。 ・筆順 を正 しく書 く学習 る 。

め 6.次 時の予告 をす る。 であることを知 らせ る。 ・色別の評価キャップを文

字の上 に置かせ ることで

成果が一 目で分かる。

1

(3〕 評価o筆 順 に注意 し,字 形を整えて書 くことができたか。

O意 欲や関心を もって,て いねいに書 くことがで きたか。

8.考 察

導入時の色別の示範文字,そ れに学習のまとめとして示範用の大 きな文字基準 スケールを

提示 したのは,児 童が視覚的にとらえやすかった。赤,青,緑 の順 に書 くという筆順指導 は

導入時にやはりお さえておきたい。低学年児童 には 「ツ」の筆順が難 しい。1,2画 目を下

か ら書 く児童が見 られた。指で空書させ,筆 順の意識をその都度 もたせてい くことが大切で

ある。 また,児 童の練習す る時間を十分確保 してやることも必要である。

文字基準スケールは,1年 生で も上手に使いこな していた。練習用紙 には基準の大きさが

予め書 いてあって もよい。 また,外 形を指導する以前に基本点画やます目に合 った字の大 き

さにっいては指導 してお くことが望ま しい。相互評価の際に,児 童の間で,評 価の違いが見

られたので,共 通理解が必要 となる。妥当性 という点でやや問題が残 るので,そ れをどう克

服するかが今後の課題である。

本時の練習により,児 童 はかたかなの形を強 く意識 しなが ら書 くことがで きた。

1ワ 1→ダ ベ →へ

練習前 練習後 練習前 練習後

基準について考えさせて書 くことにより,意 欲や関心が高まり,楽 しく学習することにつ

なが った。
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<小 学 校 中 ・高 学 年>

1.単 元名 「はね」の筆使い(第3学 年)

2.教 材 「力」

3.単 元の目標

O「 はね」の筆使いを理解 し,「 はね」の文字を正 しく書 くことができる。

4.児 童の実態

3年 生か ら毛筆による書写の学習が始まり,児 童 は筆で書 くことに興味を もち,書 写の時

間を楽 しみに している。 この時期は,ま だ,筆 の扱いに慣れていないため毛筆では思うよう

に書けない児童が多いが,筆 使いに気をっけて書 こうとしている。 しか し,日 常の硬筆文字

では,新 出漢字が増え,書 く量 も多 くなり,字 形の正確 さに欠ける児童が増えてきた。送筆

(おれ ・まが りなど),終 筆(は ね ・止あ ・はらい)を 注意せずに書いている児童が目立っ。

「はね」を意識 して書かせた ノー トの文字か ら(調 査人数31名)

・ほぼ正確に書いている42%

・はねの方向が不十分である………55%

・はねが不足 している 3°/a

動 小
.+・f

it

男

/ノ ＼

5.単 元設定の理由

毛筆で 「はね」の正 しい筆使 いを指導することにより,硬 筆で書 く時にあいまいになりが

ちであった 「はね ・止め ・は らい」の区別をはっきりさせることがで きる。そこで,ど こで

どの ようにはね るのが正 しい筆使 いかがわかる練習用紙を工夫 した。また,硬 筆へ生かす方

法 として,フ ェル トペ ンでTPシ ー トに書かせ,OHPを 活用す ることにした。

書 いた文字を見っめ,自 己評価や相互評価をす ることによ り,書 けたという喜びを味わわ

せ,「 はね」に対す る意識や関心 をもたせたいと考え,本 単元を設定 した。

6.指 導計画(1時 間扱い)

・ 「はね」の筆使いに気をつけて,「 はね」の文字を正 しく書 く。

7.本 時の指導

(1)目 標

O「 はね」の筆使いを理解 し,「 はね」の文字を正 しく書 くことができる。
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O毛 筆で学習 した文字を硬筆文字 に生かす ことができる。

{2)展 開(表 中の※は,機 器の活用を示す)

f

過
1

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点1主 題 と の 関 連
程

1.本 時の学習のめあてを ・ 「はね」を意識 させるために ・本時の教材に関心を

導 っ かむ。 終筆の異な った文字を提示 し, もち,学 習のめあてを

・提示された文字を見 良い ものを選ばせ る。 視覚的にとらえ させる。

て,ど れが正 しいかを

一
提

入 示
考 え る。 文

字 ll

1
2.「 力」を試 書す る。 ・はねの筆使 い ・手本 と比 べ ,ど うし1

i

3.「 はね」の 筆使 いを理 ①渡 止めてから,左 上へ1 た ら整 った字 になるか

解 す る。 方向を変える。 考え させ る。

展 ・基準 を知 る。 ②穂先をまとめながら静か ※OHCで 示範 し,基

・示 範 を見 る。 にはね る。 準をはっきりと知 らせ

る 。

4.練 習 をす る。 ・一 画 目を練 習 させ る。 ・はねの方

・筆の持 ち方,姿 勢を確認する
力 向がわかる

・1枚 の練習 用紙 には , 半紙に よ うに,補

書く場合と同じ文字 i 助線を入れて示す。

数を練習させる ・練習用紙を3種 類与え,基 準に

開
5.「 力」の字 形 を知 る。 ・二画 目の位置に注 照 らし批正 しなが ら,順 に練習さ

・基準 を知 る。 意 させ る。 せ る。

6.練 習をす る。 ・机間巡視を し,筆 ・力の全体の字形の練 習がで きる

の持ち方や筆使いに 練習用紙を3種 類与え,順 に練習

気をっ けさせ る。 させ る。

・基準 に照 ら して , 「はね」が ・課題が解決できたか

7.自 己評 価 をす る。

書けたか,確 かめさせ る。赤ぺ 自分で確かめ,で きた

ンで◎,○ をっ け させ る。 喜びを もたせ る。
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f

8.ま とあ書 きをす る。 ・ 「はね」と字形 に気をっ けて ※毛筆で筆使いを練習

ま 半紙 に書 かせる。(半 紙1枚) したはねの文字が硬筆

と 9.硬 筆 を使 って書 く。 ・硬筆用紙にフェル トペ ンで書 文字に生かせたかを相

め ・練習文字 力,方 かせ る。(TPシ ー ト) 互評価す るたあ,OH

10.相 互評価 をす る。 ・2名 の文字をOHPで 写す。 Pを 用 い る。

8.

導入時に、 「はね」を意識 させる

ために3枚 の文字カー ドを提示 した

ことは効果的であった。

本時のめあてが はっきりわか るよ

う、その基準を知 らせ る際、 「はね」

の筆使 いについての、 『一度 とめ る』

r左上へ方向をかえる』rほ 先をそ

ろえなが らゆっくりはねる』のカー

ドを、常時示 してお くと、練習過程

で、 自分で確かめ批正 しなが ら次へ

進む ことがで きる。

(3}評 価

o「 はね」の筆使いに気をっけて,「 はね」の文字を正 しく書 くことができたか。

o毛 筆で学習 した文字を硬筆文字 に生かす ことができたか。

考察

〈教材文字 「力」の練習用紙の例〉

図① 穂先の動きの練習 図② はねの方向の練習

①

一度

止
め
て
曾

ほ
托

を
ま
と
め
賛

壕

麟
型

3年 生の、筆使 いの指導が十分 されていないこの時期は、穂先

の動 き、はねの方向、 と段階を追 った練習用紙(図 ①、図②、図③)

を作 って、順 に進めさせ ると、課題をはっきりとっかむ ことがで

きたようだ。

硬筆文字の評価の際にOHPを 活用 したので、児童 は 「はね」

の部分を意識 しなが ら、友達の書いた文字を評価す ることがで き

た。練習 した文字を、観点を認識させて相互評価させることによ

り、文字への関心を高め、楽 しく学習を進め ることがで きたもの

と考え る。

図③はねの方向と字形の練習

③
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<中 学 校>

1.単 元名 「行書」(第1学 年)

2.教 材 「初秋」

3.単 元の目標

o行 書の特徴を理解 し,行 書の筆運びで書 くことがで きる。

4.生 徒の実態

初めて学習す る行書について,そ の特徴を知 る生徒は少ない。行書の書 き方において,連

続,省 略の言葉を取 り上げ ることがで きて も,そ の書 き方を正 しく理解 して日常生活に生か

している生徒は皆無に等 しい。たとえば,本 時の教材である 「秋」にっいて も次のよ うな結

果が見 られ る。

○ 偏 と労の部分の組み立てを理解 して書 けていない。

o「 禾」の連続 と省略の特徴を理解 して書けていない。

O点 画の払 いが変化す る特徴を理解 して書けていない。

O筆 脈,筆 圧の変化を理解 して書けていない。

っまり,行 書の適切 な書き方 を知 らず,単 に点画を連続 ・省略,変 化 させた りしているの

であろう。楷書から行書 に進んで,行 書の特徴を知識 として理解で きて も,そ の用筆法,運

筆法を行書の ものとす ることはなかなか困難である。行書の特徴を知識のみで理解で きない

行書の用筆法,運 筆法を身につけさせなければな らないのが実態である。

5.単 元設定の理由

行書 については,中 学校が初めての学習となる。中学生 にもなると学習の場だけではな く,

生活の中で速書きを余儀な くされるが,文 字を速 く書 こうとす るために乱暴な点画の続 け方

を したり,字 形が くずれている書 き方が見 られる。

そこで,行 書の基本的な筆使いと字形の整え方を学習す ることが必要 となる。 日常書写を

効率 よ くす るために行書の基礎 ・基本を しっか りと身 にっけさせ,文 字感覚を養うことに視

点をあて,文 字を正 しく整えて書 く書写力の意識を図 りたいと考えた。

楷書と比較 し,行 書は流動的であ り,そ こに速度の変化,筆 脈,筆 圧の変化が特に重視 さ

れる。こうした様々の特徴を もつ行書の指導に ビデオカメラを活用すれば効果的で はないか,

生徒の興味,関 心をも引 き出 しなが ら行書の特徴が効率的に無理な く理解で きるのではない

か と考え ビデオカメラを活用 した。そ して,楷 書と比較 しながら,そ の違 いをはっきりっか

ませ るとともに到達度を相互評価,自 己評価により明 らかになるように し,こ こでの毛筆学
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習が さらには日常の硬筆学習 にも生 きてい くようにと考え,本 単元を設定 した。

6、 指導計画

第1時o「 初」の偏の部分の連続,省 略の しかたとその筆使いを理解す る。

第2時 ○ 「秋」の偏の部分の連続,省 略の しかたと労の部分の筆脈,方 向と形の変化及び

硬筆での応用 ・発展。

7本 時の指導

(1)目 標o点 画の連続 ・省略 ・形の変化 に気をつけて書 く。

o毛 筆で学習 した書写力を硬筆の書写力にも生かす。

② 展開(表 中の※ は,機 器の活用を示す。)

展
学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 主 題 と の 関 連

開

1.本 時の学習のめあてを ・ 「秋」の楷書 と行書で示 した拡大 ・ 「秋 」 の 楷 書
,

導 っかむ。 文字を掲示 し,比 較 させなが ら行 行書の拡大文字を

行書 「秋」の特徴を考 書 「秋」の特徴 を理解させる。 掲示 し,特 徴の違

え る。 い に気 づ く。

・点画の連続

入 ・点画の省略

・折 り返 しの筆使い

2.「 禾 」の部 分 の書 き方

を理解する。 ・第4画 か ら第5画 の折 り返 しに注

・示 範 を見 る。 意 させ る。 ※ ビデオカメラを

展 ・書き方の基準を知 る ・基準 を示す。 使用 し,用 筆 ・運

O連 続,省 略の部分の方向,位 置 筆に視点をあてる。

・練 習 をす る。(1) 筆脈に注意 させ る。

・相互評価 ・2名 の生徒を指名 して書かせる。 ※ ビデオカメラを

開 3.「 火 」の部 分の書 き方 使用 し,新 たな課

を理解す る。 ・特 に第4画 目の筆使いに注意させ 題に気づ く。

・示範 を見 る。 る 。 ※ ビデオカメラを

・書 き方の基準を知る ・基 準 を示す 。 使用 し,用 筆 ・運
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1
・練 習 を す る

。{2) ○第1画 目か ら第2画 目への筆脈 筆 に視点 をあてる。

1 O左 払 いの方 向 i
○第4画 目の形 と方向の変化 i

・相互評価 ・2名 の生徒を指名 して書かせる。 ※ ビデオカメラを

h.字 形の整え方を知る。 使用 し,新 たな課

・練 習をす る。{3) ・偏 と勇の組み立てに注意 させ る。 題に気づ く

・一筆 で一字 を書 くよ うに させ る。

ま 5.成 果 を確 認す る。 ・半紙にまとめ書 きをさせ る。

6.硬 筆 を使 って書 く。 ・硬筆用紙に鉛筆で書かせ る。 ・硬筆用紙

と ・示範 を見 る。 ※ ビデオカメラ

7.自 己評価 をす る。 ・学習課題が解決で きたか確かめ さ ・自己評価用紙

め せ る。

1

(3)評 価o行 書の特徴を理解 して書 くことがで きたか。

o毛 筆で学習 した書写力を硬筆の書写力に生かす ことがで きたか。

8.考 察

一人一人の主体性を育て る書写指導を展開するにあた り,正 しく整 った文字を書 くための

基準を示すのにビデオカメラを活用 したことは,視 覚的にも行書の特徴を理解 しやすいこと

もあ り,生 徒の興味 ・関心を引き出す ことができた。また学習課程 において,基 準を知 り,

練習,相 互評価を繰 り返す ことにより,学 習課題が明確化 し個々の学習課題 に気づ くことが

できる生徒 ほど自ら取 り組む姿勢が見 られた。そ して,毛 筆による学習によって得た要領で

硬筆文字を書 く段階において,行 書の特徴を生かそ うと取 り組む姿勢が見 られ,毛 筆か ら硬

筆への転移力 も養われたようである。 このようなことか ら,行 書の特徴を理解 させるために

は,毛 筆による視覚的な指導が効果的であ り,基 準を知 り,個 の学習課題に気づ くことが,

主体性を高め,自 己評価で きる力にっなが る。
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V研 究 の ま と め と今 後 の 課 題

今年度 は,研 究主題 「楽 しく意欲を もって書 く指導法」の三年間のまとめの年であった。

正 しく整 った文字を書 くたあの基準を知 り,気 づ く ・深め る ・確かめるとい う学習過程 にお

いて,主 体性を重視す る指導法を追求 し,次 のような実践を積み重ねてきた。

(1)教 材の提示の仕方を工夫す ることで,学 習のねらいをっかませ 自らの課題に気づかせ るこ

とができ,意 欲的な取 り組みが見 られた。

㈱ 低学年(硬 筆文字)で は,自 らの課題を見っけ自己評価す る時 に,基 準スケールを用いる

ことで文字意識が高ま り,主 体的に学習す る態度が育 った。

(3)映 像文化の中で育 った児童 ・生徒 にとって,視 聴覚機器の活用 は興味や関心を引 き出す効

果的な方法の一っであることが確認で きた。

・筆使いを理解 させ るには,OHP,OHC,ビ デオ機器などを活用すると効果があり,書

写力が高 まった。

・相互評価 にも視聴覚機器を活用するとより効果的であることが確かめ られた。

(4)着 眼点が明確化された練習用紙の活用 により,学 習意欲が高 まり,集 中 して効率 よ く学習

を進めることができ,一 人一人の主体性が高まるようになった。

(5)学 習過程における評価は意欲づけにっなが り,成 就感 ・満足感を もたせ ることに効果があ

る。評価する目が養われ ると,文 字をていねいに書写す る態度が育 って きた。

㈲ 行書の文字を理解 させ るには,毛 筆 による指導がよ り効果的である。毛筆 による基礎的 ・

基本的事項を習得させ,そ の要領を硬筆書写力に生かす ことがで きた。

今後の課題 としては,次 の ことがあげられ る。

(1)児 童 ・生徒の意欲を高めるための 自己評価 ・相互評価の仕方を工夫 してきたが,さ らに,

小 ・中一貫 した書写 における観点別評価を系統的にまとめ,よ り効果的な評価のあり方にっ

いて研究を深める必要がある。

(2)教 育機器の発達にともない,今 後 さらにいろいろな視聴覚機器の活用を工夫するとともに,

その指導法の開発をす ることが必要である。

(3)基 礎 ・基本を明確に し,行 書の運筆法を理解 させるために,硬 毛の関連を図 りなが ら系統

的な学習内容をどのように組み立てたらよいか,研 究を続ける必要がある。

(4)書 写の時間に学習 した ことを,日 常生活に積極的に生かそ うとする意識を高め る指導法を

さらに研究する必要がある。
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